
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

杜

牧

の

「
李
戡
墓
誌
銘

」

に

つ

い

て

(
下

)

愛

甲

弘

志

一

　
開
成
二
年

(八
三
七
)
頃
に
作
ら
れ
た
杜
牧

の

「
李
戡
墓
誌
銘

」
に
つ
い
て
、
上
篇
で
は
先
ず
墓
誌
銘
全
文
を
補
足
を
加
え
な
が

ら
読
み
解
き
、
そ
れ
か
ら
歴
代
の
評
論
を
引
用
し
て
こ
の
墓
誌
銘
が
文
学
史
的

に
持

つ
意
義
を
紹
介
し
、
最
後
に
こ
れ
が
作
ら
れ
る

ま
で
の
杜
牧
自
身

の
経
歴
と
大
ま
か
な
時
代
背
景
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の

「墓
誌
銘
」
で
展
開
さ
れ
る

〈
元

白
詩
〉
批
判

の
文
学
論
が
時

の
政
治
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
の
で
は
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
稿
を
閉
じ
た
。

そ
こ
で
本
篇

で
は

こ

の
時
代
の
文
学
の
有
り
様
を
更
に
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
先
ず
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
権
力
者
た
ち
の
政
治
と
文
学
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
た
上

で
、
そ
れ
か
ら
元
積
と
白
居
易
の
当
時
の
政
界
、
及
び
文
壇

に
於
け
る
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
杜
牧

の

「
李
戡
墓
誌
銘
」
の
持

つ
意
義
に
つ
い
て
新
し
い
視
点
を
提
供
し
た

い
。
そ
こ
で
先
ず
穆
宗
期
ま
で
遡

っ
て
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

○
穆
宗
期

元
和
十
五
年

(八
二
〇
)
至
長
慶
元
年

(八
二
一
）

　
穆
宗
の
在
位
は
短
か

っ
た
が
、
こ
の
皇
帝

と
文
学
と
の
関
わ
り
を
記
す
記
事
は
、
特
に
元
積

(七
七
九
-
八
三

一
)
と
の
か
ら
み
で

1



　
穆
宗
皇
帝

東
宮

に
在
り
し
と
き
、
妃
娯
左
右

嘗
て
棋
の
歌
詩
を
訥
し
て
以
て
楽
曲
を
為
す
者
有
れ
ば
、
積

の
為
る
所
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た

り
、
嘗
て
其
の
善
き
こ
と
を
称
え
、
宮
中
呼
び
て
元
才
子
と
為
す
。

　
荊
南
監
軍

崔
潭
峻

甚
だ
し
く
積
を
礼
接
し
、
橡
吏
を
以
て
之
を
遇
せ
ず

(属
官
扱
い
な
ど
で
は
な
か
っ
た
)
。
常
に
其
の
詩
什

　
もと

を
徴
め
て
、
之
を
調
調
す
。
長
慶

の
初
、
潭
峻

朝
に
帰
り
、
積

の

「連
昌
宮
辞
」
(元
和
±

二
年
　
八

一
三
)
等
百
余
篇
を
出
し

奏
御
す
る
に
、
穆
宗
大
い
悦
び
て
問
う
ら
く
、
「積
安
く
に
か
在

る
」
と
。
対
え
て
曰
く
、
「今

南
宮
の
散

郎

(尚
書
省
膳
部
員

外
郎
)
た
り
」
と
。
即
日
、
祠
部
郎
中

・
知
制
諾

に
転
ず
。
朝
廷

書
命
の
相
府

に
由
ら
ざ
る
を
以
て

(任
命
書
が
宰
相
を
経
由
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
いぜ
ん

な
か
っ
た
の
で
)、
甚
だ
之
を
鄙
し
む
。
然
れ
ど
も
辞
諾

の
出
だ
す
所

隻
然
と
古
と
偉
と
為
し

(遠
く
古
の
も
の
に
比
肩
す
る
)、

遂
に
盛
ん
に
代
に
伝
わ
る
。
是
れ
に
由
り
て
極
め
て
恩
顧
を
承
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
いくば

　
嘗
て

「
長
慶
宮
辞
」
数
十
百
篇
を
為
り
、
京
師
競
い
て
相

い
伝
唱
す
。
居
る
こ
と
何
く
も
無
く
し
て
、
召
さ
れ
て
翰
林

に
入

り
中
書
舎
人

・
承
旨
学
士
と
為
る
。
中
人

潭
峻
の
故

(宙
官
ら
は
元
積
が
崔
潭
俊
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
)
を
以
て
争

い
て

積
と
交
わ
り
、
知
枢
密

魏
弘
簡

尤
も
積
と
相

い
善
く
、
穆
宗

愈
よ
深
く
知
重
せ
り
。

　
河
東
節
度
使

斐
度
三
た
び
上
疏
し
て
積
は
弘
簡
と
刎
頚
の
交
わ
り
を
為
し
、
謀
り
て
朝
政
を
乱
す
を
言

い
、
言
甚
だ
激
計

な
り
。
穆
宗

中
外
の
人
情
を
顧
み
て
、
乃
ち
積
の
内
職

(翰
林
承
旨
学
士
)
を
罷
め
、
工
部
侍
郎
を
授
く
る
も

(長
慶
元
年
十
月

八
二
一
)、
上
の
恩
顧
未
だ
衰
え
ず
。

　
穆
宗
皇
帝
在
東
宮
、
有
妃
娯
左
右
嘗
訥
積
歌
詩
以
爲
樂
曲
者
、
知
積
所
爲
、
嘗
構
其
善
、
宮
中
呼
爲
元
才

子
。

　
荊
南
監
軍
崔
潭
峻
甚
禮
接
積
、
不
以
橡
吏
遇
之
。
常
徴
其
詩
什
、
調
調
之
。
長
慶
初
、
潭
峻
蹄
朝
、
出
積

「連
昌
宮
辮
」
等

百
餘
篇
奏
御
、
穆
宗
大
悦
問
、
「積
安
在
」。
封
日
、
「今
爲
南
宮
散
郎
」。
印
日
、
轄
祠
部
郎
中

・
知
制
諾
。
朝
廷
以
書
命
不
由

興

味

深

い
も

の
が

い
く

つ
か

あ

る

。

『
旧

唐

書

』

「
元

積

伝

」

に

は

次

の
よ

う

に
記

す

.

(
1
)
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

こ
れ
は
元
棋
が
辛
酸
を
嘗
め
た
外
地
か
ら
戻

っ
て
、
い
よ

い
よ
中
央
朝
廷
で
日
の
目
を
見
る
時
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ

の
き

っ
か
け
を
こ
こ
で
は
宙
官
、
崔
潭
峻
を
介
し
て
の
、
そ
し
て
穆
宗
も
皇
太
子
の
頃

に
愛
好
し
て
い
た
元
積

の
詩
の
献
上

に
あ

っ
た
と
す
る
。

こ
れ
よ
り
元
棋
は
知
制
諾

・
中
書
舎
人

・
翰
林
承
旨
学
士
と
い
う
ふ
う
に
政
治
の
中
枢

へ
と
分
け
入

っ
て
い
く
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
　

あ

る
。
し
か
し
元
棋
の
手
に
成
る
制
詔

・
制
諾
が
古

の
も
の
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
も
の
だ

っ
た
が
、
職
責

の
性
格
、
或

い
は

そ

の
処
世
術
か
ら
、
彼
は
必
ず
し
も
好
感
を
も

っ
て
周
囲
に
迎
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
こ
と
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

　　
　
う

。

　

同
じ
く
長
慶
元
年

(八
二

一
)、
元
積
は
雑
詩
十
巻
を
穆
宗

に
進
献
し
て
い
る
。
そ
の

「詩
を
進
む
る
状

(進
詩
状
)」
(『元
氏
長
慶

集
』
巻
三
五
)
に
拠
る
と
、
こ
の
時
に
献
じ
た
も
の
は

〈古
風
詩
〉
〈古
今
楽
府
〉
〈
律
詩
百
韻
〉
〈両
韻
七
言
〉
な
ど
様
々
あ

っ
た
。

し

か
し
元
和
十
年

(八
一
五
)
に

「詩
に
叙
し
て
楽
天
に
寄
す
る
書
　
(叙
詩
寄
樂
天
書
)」
(『元
氏
長
慶
集
』
巻
三
十
)　
で

〈
古
調
〉

〈樂
調
〉
〈律
調
〉
〈新
題
樂
府
〉
〈古
膿
〉
〈
七
言

・
五
言
律
詩
〉
〈
悼
亡
詩
〉
〈艶
詩
〉
に
分
類
さ
れ
た
中
の

〈
悼
亡
詩
〉
〈盤
詩
〉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ら　

抜

か
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。
そ
も
そ
も
詩
を
進
献
す
る
の
は
権
力
者

の

ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
的
意
味
合

い
も
あ
り
、
近
く
は
元
和
八
年

(八
一
三
)
に
権
徳
輿

(七
五
九
-
八
一
八
)
ら

も
詔
に
よ

っ
て
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

宗

に
詩
を
進
献
し
て
い
る
。
因
み
に
元
積
は
元
和
十
四
年

(八
一
九
)
に
も
時

の
有
力
者
で
あ

っ
た
令
狐
楚

の
求
め

に
応
じ
て
、
〈
古

相
府
、
甚
鄙
之
。
然
辮
諾
所
出
隻
然
與
古
爲
偉
、
遂
盛
傳
於
代
。
由
是
極
承
恩
顧
。

　
嘗
爲

「
長
慶
宮
辮
」
敷
十
百
篇
、
京
師
競
相
傳
唱
。
居
無
何
、
召
入
翰
林
爲
中
書
舎
人

・
承
旨
學
士
。
中

人
以
潭
峻
之
故
争

與
積
交
、
而
知
櫃
密
。
魏
弘
簡
尤
與
積
相
善
、
穆
宗
愈
深
知
重
。

　
河
東
節
度
使
斐
度
三
上
疏
言
積
與
弘
簡
爲
刎
頚
之
交
、
謀
齪
朝
政
、
言
甚
激
計
。
穆
宗
顧
中
外
人
情
、
乃
罷
積
内
職
、
授
工

部
侍
郎
、
上
恩
顧
未
衰
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(『蕾
唐
書
』
巻

一
六
六

「元
棋
傳
」)
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大

和

九

年

(八
三
五
)

八

月

、

太

常

少

卿

と

為

る

。

文

宗

毎

に
楽

を

聴

き

、

鄭

衛

の
声

を

鄙

し

む

。

奉

常

(礼
楽

を
司

る
)

に
詔

し

て

開

元

中

の

「
電

裳

羽

衣

舞

」

を

習

わ

せ

、

「
雲

詔

楽

」

を

以

て
之

に

和

せ

し

め
、

舞

曲

成

る

に
、

定

楽

工

を

総

べ

て

庭

に
閲

し

、

定

其

の
問

に

立

つ
。

文

宗

其

の
端

凝

植

う

る

が

若

き

(荘

重

な
さ
ま
)

を

以

て

、

其

の

姓

氏

を

問

う

。

翰

林

学

士

李

丑

(七
八
四
p
I

八
五
二
p
)
対

え

て

曰

く

、

「
此

れ
爲

定

な

り

」

と

。

文

宗

喜

び

問

い

て

曰

く

、

「
山豆
に
能

く

古

の
章

句

を

為

る
者

に
非

ざ

ら

ん

か
」

と

。

乃

ち

召

し

て

階

を

昇

ら

し

め

、

文

宗

自

ら

定

の

「
客

を

西

江

に
送

る

詩

」

(逸
詩
)

を

吟

じ

、

　

お
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
ま
わ
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ

吟

罷

り

て

、

益

す

喜

ぶ

。

因

り

て
禁

中

の
瑞

錦

を

錫

り

、

傍

お

大

い
に
著

す

所

の
古

体

詩

を

録

し

以

て
献

ぜ

し

む

。

　

大

和

九

年

八
月

、

爲

太

常

少

卿

。

文

宗

毎

聴

樂

、

鄙

鄭

衛

聲

。

詔

奉

常

習

開

元

中

「
寛

裳

羽

衣

舞

」
、

以

「
雲

紹

樂

」

和

之

、

舞

曲

成

、

定

総

樂

工
閲

於

庭

、

定

立

於

其

問

。

文

宗

以

其

端

凝

若

植

、

問

其

姓

氏

。

翰

林

學

士

李

丑

封

日
、

「
此

漏

定

也

」
。

文

○

文
宗
期

寳
暦
三
年

(八
二
六
)
至
開
成
五
年

(八
四
〇
)

　
穆
宗
の
後

の
敬
宗
も
わ
ず
か
三
年
の
在
位
で
、
そ
の
後
を
継

い
だ
の
が
文
宗

で
あ
る
。
嘗

て
穆
宗

に
寵
愛
さ
れ
た
元
棋
が
五
三
歳

で
武
昌
軍
節
度
使

の
任
所
、
都
州
で
亡
く
な

っ
た
の
も
、
こ
の
文
宗
の
大
和
五
年

(八
三
一
)
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
既
に
上
篇

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
皇
帝

の
在
位
中
に
甘
露
の
変

(大
和
九
年

八
三
五
)
が
起

こ
り
、
李
識
が
亡
く
な

っ
た
の
が
開
成
二
年

(八
三
七
　
杜
牧
三
五
歳
)
春
の
こ
と
で
、
そ
の
後

に

「
李
戡
墓
誌
銘
」
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
宗
も
文
学
と
深

い
関
わ
り
を
持

つ
。
『旧
唐
書
』
「漏
定
伝
」
に
は
次

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヱ

膿

歌
詩

一
百
首

・
百
韻
至
両
韻
律
詩

一
百
首
、
合
爲
五
巻
〉
(「上
令
狐
相
公
詩
啓
」)
を
献
上
し
て
い
る
が
、
既
に
高
位
に
在

っ
た
権

徳

輿
ら
の
進
献
と
は
か
な
り
意
味
合

い
が
異
な
り
、
元
積
の
そ
れ
は
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
背
景
に
、
政
界
に
於

け
る
地
固
め
に
対

し
て
大
い
に
寄
与
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

ヘ　　　　ヘ　　　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　へ

　

文

宗

五

言

詩

を

好

み

、

品

格

は

粛

・
代

・
憲

宗

と

同

じ

く

し

て

、

古

調

尤

も

清

峻

た

り

。

嘗

て

詩

学

士

七

十

二

員

を

置

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　
　
　

ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ

ん

と

欲

し

、

学

士

の

中

に

薦

人

の

姓

名

者

有

り

(原

註

、

当

時

の

詩

人

李

廓

名

を

馳

せ

、

浬

原

従

事

た

り

)
、

宰

相

楊

嗣

復

曰

く

、

「
今

の

詩

を

能

く

す

る

は

、

賓

客

分

司

劉

萬

錫

(七

七

ニ
ー

八

四

二

)

に

若

く

は

無

し

」

と

。

上

言

無

し

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　　　　　ヘ　　　　ヘ　　　へ

　

李

葺

奏

し

て

曰

く

、

「
当

今

詩

学

士

を

起

置

せ

し

む

る

は

、

名

梢

や

嘉

か

ら

ず

。

況

ん

や

詩

人

窮

薄

の

士

多

く

、

識

理

に

昧

し

。

今

翰

林

学

士

皆

文

詞

有

り

。

陛

下

得

る

に

古

今

の

作

者

を

覧

る

を

以

て

す

れ

ば

、

其

の

問

に

恰

悦

す

べ

し

。

疑

有

れ

ば

、

学

士

に

顧

問

す

れ

ば

可

な

り

。

陛

下

昔

者

王

起

・
許

康

佐

に

命

じ

て

侍

講

と

為

し

、

天

下

謂

え

ら

く

陛

下

は

古

を

好

み

て

儒

　
　
十

一
月
…
…
上
好
詩
、
嘗
欲
置
詩
學
士
。
李
珪
日
、
「今
之
詩
人
浮
薄
、
無
盆
干
理
」
。
乃
止
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『資
治
通
鑑
』
巻
二
四
六

「唐
紀
六
二
」)

　

こ
の
よ
う
な
文
宗
の
度
を
超
え
た
詩
歌
愛
好
に
対
し
て
、
詩
人
と
い
う
の
は
軽
薄
な
も
の
で
治
政

に
益
す
る
も

の
は
何
も
な
い
と
、

詩

学
士
を
置
く
こ
と
を
押
し
止
め
た
の
は
、
こ
れ
も
ま
た
前
掲
の
、
古
詩
を
善
く
し
た
焉
定
を
紹
介
し
た
李
丑
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、

北
宋
、
王
諜

『唐
語
林
』
で
は
楊
嗣
復

(七
八
三
-
八
四
八
)
の
反
対
も
加
わ
る
な
ど
、
よ
り
具
体
的
に
な

っ
て
い
る
。

　

　

宗

喜

問

日

、

「
宣

非

能

爲

古

章

句

者

耶

」
。

乃

召

昇

階

、

文

宗

自

吟

定

「
送

客

西

江

詩

」
、

吟

罷

、

盆

喜

。

因

錫

禁

中

瑞

錦

、

傍

　

　

ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　へ

　

　

令

大

録

所

著

古

膿

詩

以

鰍

。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
『奮
唐
書

』
巻

一
六
八

「
漏
宿
傳
附
凋
定
傳

」
)

　

文

宗

が

乱

世

を

象

徴

す

る

〈
鄭

衛

の
声

〉

を

嫌

い
、

黄

帝

の

「
雲

門

」

や
、

虞

・
舜

の

「
大

詔

」

に
因

む

と

い
わ

れ

る
太

平

の
音

楽

、

「
雲

詔

楽

」

を

好

ん

で

い

た

こ

と

は

、

当

然

、

古

詩

を

善

く

し

た

漏

定

へ
の
絶

大

な

る

評

価

に
も

通

ず

る
。

こ

の
文

宗

の
詩

歌

愛

好

癖

は
、

『
資

治

通

鑑

』

に

も
次

の
よ

う

に
載

せ

て

い
る

。

　

十

一
月

(開
成

三
年

八
三

八
)

…

…

上

詩

を

好

み

て

、

嘗

て
詩

学

士

を

置

か

ん

と

欲

す

。

李

珪

曰

く

、

「
今

の
詩

人

は

浮

薄

に

し

て

、

理

に
益

無

し

」

と
。

乃

ち

止

む
。
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こ
の

『唐
語
林
』
で
盛
ら
れ
た
話
が
い
っ
た

い
何
れ
の
書
に
基
づ
く
の
か
明
ら
か
に
し
得
ず
、
扱

い
に
は
慎
重

を
期
せ
ね
ば
な
ら

な

い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
話
も
前
掲

の

『薔
唐
書
』
や

『資
治
通
鑑
』
と
同
様
に
政
治
と
文
学
を
巡
る
問
題
が
語
ら
れ
て
い
る
こ

と

に
は
変
わ
り
が
な

い
。
例
え
ば
、
今
や
洛
陽

で
太
子
賓
客
と
い
う
閑
職

に
置
か
れ
て
い
る
劉
禺
錫
を
楊
嗣
復

が
名
指
し
し
て
、

〈今

の
詩
を
能
く
す
る
は
、
賓
客
分
司
劉
禺
錫
に
若
く
は
無
し

(今
之
能
詩
、
無
若
賓
客
分
司
劉
禺
錫
)〉
と
い
う
こ
の

一
言
で
文
宗
が

詩

学
士
を
置
く
の
を
止
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
明
、
胡
鷹
麟

『詩
藪
』
(「外
編
」
巻
三
)
が

〈文
宗

楊
の
奏
す
る

に
答
え
ざ
る
は
、

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
まじ

当

に
劉

(禺
錫
)
の

(王
)
叔
文
に
党
わ
る
を
以
て
の
故
な
る
か

(文
宗
不
答
楊
奏
、
當
以
劉
堂
寂

文
故
耶
)〉
と
解

す
る
の
を
周
助
初

を
宗
と
し
、
敦
く
朴
厚
を
揚
ぐ
と
。
臣
聞
く
憲
宗
は
詩
を
為
り
て
、
格
は
前
古
に
合
う
。
当
時

の
軽
薄
の
徒

、
章
を
檎
え
句
を

ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
　
　
へ

檜

き

(
美
辞
麗
句

)
、
贅

牙

堀

奇

た

り

て

(ご

つ
ご

つ
と
し

た
措
辞
)
、

時

事

を

識

調

し

、

爾

る

後

名

声

を

鼓

扇

し

、

之

を

元

和

体

と

謂

え

り

。

実

に
聖

意

の
好

尚

は

此

く

の
如

き

も

の

に
非

ず

。

今

陛

下

更

に
詩

学

士

を

置

け
ば

、

臣

深

く
慮

る

に
軽

薄

小

人

、

競

い

て
嘲

詠

の
詞

を
為

り

、

意

を

雲

山

草

木

に

属

れ

ば

、

亦

た

之

を

開

成

体

と
謂

わ

ざ

ら

ん

か

と

。

皇

化

を

砧

賠

す

れ
ば

(皇

帝

の
教
化

に
傷

を

つ
け

る
)
、

実

に
小

事

に
非

ず

L

と
。

　

ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　へ

　

文

宗

好

五

言

詩

、

品

格

與

粛

・
代

・
憲

宗

同

、

而

古

調

尤

清

峻

。

嘗

欲

置

詩

學

士

七

十

二

員

、

學

士

中

有

薦

人

姓

名

者

(原

註
、
當
時
詩

人
馳
名
、
爲
浬
原
從

事
)
、

宰

相

楊

嗣

復

日
、

「
今

之

能

詩

、

無

若

賓

客

分

司

劉

萬

錫

」
。

上

無

言

。

　

李

旺

奏

日

、

「當

今

起

置

詩

學

士

、

名

梢

不

嘉

。

況

詩

人

多

窮

薄

之

士

、

昧

於

識

理

。

今

翰

林

學

士

皆

有

文

詞

。

陛

下

得

以

覧

古

今

作

者

、

可

恰

悦

其

間

。

有

疑

、

顧

問

學

士

可

也

。

陛

下

昔

者

命

王

起

・
許

康

佐

爲

侍

講

、

天

下

謂

陛

下

好

古

宗

儒

、

敦

揚

朴

厚

。

臣

聞

憲

宗

爲

詩

、

格

合

前

古

。

當

時

輕

薄

之

徒

、

檎

章

給

句

、

贅

牙

堀

奇

、

護

調

時

事

、

爾

後

鼓

扇

名

聲

、

謂

之

元

和

膿

。

實

非

聖

意

好

尚

如

此

。

今

陛

下

更

置

詩

學

士

、

臣

深
慮

輕

薄

小

人

、

競

爲

嘲

詠

之

詞

、

屡

意

於

雲

山

草

木

、

亦

不

謂

之

開

成

膿

乎

。

砧

賠

皇

化

、

實

非

小

事

」
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
『唐
語

林
』
巻

二

「文

學
」
)
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

こ
の
よ
う
に
最
高
権
力
者
た
る
皇
帝

に
対
し
て
詩
歌
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
再
認
識
す
る
よ
う
に
と
進
言
す
る
鄭
輩
に
つ
い
て
、

彼

が
宰
相
、
鄭
殉
楡
の
子
で
、
そ
の
門
蔭

(父
祖
の
功
績
で
官
職
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
)
に
拠

っ
て
任
官
し
た
と

『旧
唐
書
』

の
伝
に
載

　
(開
成
元
年
…

-
夏
四
月
)
戊
戌
、
上

宰
相
と
従
容
と
し
て
詩

の
工
拙
を
論
ず
。
鄭
輩
曰
く
、
「詩
の
工
な

る
者
、
三
百
篇

に

若
く
は
無
し
。
皆
国
人
之
を
作
り
て
以
て
時
政
を
刺
美
す
。
王
者
は
之
を
采
り
て
以
て
風
俗
を
見
る
の
み
に
し
て
、
聞
か
ず
王

者
の
詩
を
為
る
を
。
後
代

辞
人
の
詩
は
華
に
し
て
実
あ
ら
ず
、
事
を
補
う
無
し
。
陳
後
主

・
階
蝪
帝
皆
詩

に
工
に
し
て
、
国

を
亡
ぼ
す
を
免
れ
ず
。
陛
下
何
ぞ
焉
を
取
ら
ん
や
」
と

(史
に
言
う
、
鄭
箪
、
能
く
経
学
を
守
り
、
以
て
其
の
君
を
輔
く
と
)。
輩

経

術
に
篤
く
、
上
甚
だ
之
を
重
ん
ず
。

　
(開
成
元
年
…

-
夏
四
月
)
戊
戌
、
上
與
宰
相
從
容
論
詩
之
工
拙
。
鄭
輩
日
、
「詩
之
工
者
、
無
若
三
百
篇
。
皆
國
人
作
之
以
刺

美
時
政
。
王
者
采
之
以
観
風
俗
耳
、
不
聞
王
者
爲
詩
也
。
後
代
僻
人
之
詩
華
而
不
實
、
無
補
於
事
。
陳
後
主

・
階
蝪
帝
皆
工
於

詩
、
不
免
亡
國
。
陛
下
何
取
焉
」

(史
言
鄭
輩
、
能
守
経
學
、
以
輔
其
君
)。
輩
篤
於
経
術
、
上
甚
重
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『資
治
通
鑑
』
巻
二
四
五

「唐
紀
六
一
」)

『唐
語
林
校
讃
』
は
援
用
す
る
が
、
そ
れ
は
劉
萬
錫
や
柳
宗
元
と

い
っ
た
文
人
官
僚
た
ち
が
行

っ
た
永
貞
の
改
革

(八
〇
五
)
の
反
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

で
引
き
お
こ
さ
れ
た
政
治
的
大
混
乱
を
警
戒
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も

っ
と
も
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
出
来

事

が
開
成
三
年

(八
三
八
)
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
李
鐵
が
亡
く
な

っ
て

(開
成
二
年
　
八
三
七
)、
杜
牧

の

「
李
戡
墓
誌
銘

」
が
作

ら
れ
た
の
と
ほ
ぼ
期
を

一
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
だ
け
か
ら
も
杜
牧
の
文
学
が
政
治
と
深
く
関
わ

っ
て
い

た
、
い
や
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

文
宗
朝
で
の
政
治
と
文
学
に
纏
わ
る
話
は
、
他
に
も
幾

つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
前

の
開
成
元
年

(八
三
六
)
の
出
来
事

と
し
て
、
『資
治
通
鑑
』
に
は
次

の
よ
う
に
記
す
。
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漢
代
は
人
を
用

い
る
に
、
皆
儒
術
に
由
る
。
故
に
能
く
風
俗
深
厚
に
し
て
、
教
化
興
り
行
わ
る
。
近
日

荷

に
浮
華
を
尚
び
、

　
軽
挑
浮
薄

の
権
化
と
み
な
さ
れ
た
進
士
科
の
廃
止
を
鄭
輩
が
進
言
し
た
そ
の
心
中
に
は
、
経
書
に
は
通
ず
る
も
詩
文
を
善
く
し
な

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
　

い
と
い
う
鄭
輩

の
個
人
的
な
妬
み
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う

に
考
え
る
の
は
鄭
輩
ひ
と
り
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
に

遡

る
こ
と
更
に
三
年
前
の
大
和
七
年

(八
三
三
)
八
月
、
進
士
科

の
試
験
で
は
経
学
や
論
を
重
視
し
て
詩
賦
は
取

り
止
め
と
す
る
令

　

　
　
　
　
　
　　
　

が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
輩

経
義
に
精
し
と
錐
も
、
文
を
為
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
進
士
の
浮
華
な
る
を
嫉
む
。
開
成

の
初

(八
三
六
)、
宜
し
く
礼

部
貢
院

の
進
士
科
を
罷
む
べ
き
を
奏
す
。
初
め
、
紫
震
に
て
対
う
る
に
、
上

語
は
士
を
選
ぶ
に
及

べ
ば
、
輩

曰
く
、
「南
北
朝

は
多
く
文
華
を
用

い
て
、
所
以
に
治
ま
ら
ず
。
士
は
才
の
堪
う
る
を
以
て
即
ち
用
う
れ
ば
、
何
ぞ
文
辞
を
必
ず
せ
ん
や
」
と
。

帝
曰
く
、
「進
士
及
第
の
人
に
し
て
已
に
曽

て
州
県
の
官
と
為
る
者
、
方
鎮

(節
度
使
な
ど
)
奏
署
す
れ
ば

(上
奏
し
て
自
分
の
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
おお
む
ね

官
に
任
ず
る
)
即
ち
之
を
可
と
し
、
余
り
は
即
ち
否
と
す
」
と
。
輩

曰
く
、
「此
の
科
率
多
軽
薄
な
れ
ば
、
必
ず
し
も
尽
く
用
い

る
べ
か
ら
ず
」
と
。
帝
曰
く
、
「軽
薄

・
敦
厚
、
色
色
之
れ
有
り
、
未
だ
必
ず
し
も
独
り
進
士

に
在
ら
ず
。
此

の
科
置
か
れ
て

已
に
二
百
年
、
亦
た
遽
か
に
改
む
べ
か
ら
ず
」
と
。
輩
曰
く
、
「亦
た
過
ぎ
て
崇
樹
す
る
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず

(度
を
過
ぎ
た
任

用
を
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
)」
と
。

　
輩
錐
精
経
義
、
不
能
爲
文
、
嫉
進
士
浮
華
。
開
成
初
、
奏
禮
部
貢
院
宜
罷
進
士
科
。
初
、
紫
震
封
、
上
語

及
選
士
、
輩
日
、

「南
北
朝
多
用
文
華
、
所
以
不
治
。
士
以
才
堪
印
用
、
何
必
文
辮
」
。
帝
日
、
「進
士
及
第
人
已
曾
爲
州
縣
官

者
、
方
鎭
奏
署
印

可
之
、
鯨
印
否
」
。
輩
日
、
「此
科
率
多
輕
薄
、
不
必
壼
用
」。
帝
日
、
「輕
薄

・
敦
厚
、
色
色
有
之
、
未
必
猫
在
進
士
。
此
科
置

已
二
百
年
、
亦
不
可
遽
改
」
。
輩
日
、
「亦
不
可
過
有
崇
樹
」。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『奮
唐
書
』
巻

一
七
三

「鄭
輩
傳
」)

せ

る

が

、

更

に

次

の
よ

う

に

も

記

し

て

い
る

。
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

代
宗
の
寳
鷹

二
年
六
月

(七
六
三
)
の
楊
縮
の
建
議
を
拠
り
所
に
、
進
士
科

で
は

〈論
議
〉
を
試
み
て

〈詩
賦

〉
は
廃
止
す
る
こ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ね　

と
を
請
う
た
の
が
李
徳
裕

(七
八
七
-
八
五
〇
)
で
あ

っ
た
。
李
徳
裕

は
宰
相
、
李
吉
甫

(七
五
八
-
八
一
四
)
の
子

で
、
元
和
三
年

(八
〇
八
)
に
牛
僧
儒
や
李
宗
閲
ら
が
進
士

の
試
験
で
、
時
の
権
力
者

で
あ

っ
た
李
吉
甫
を
痛
烈
に
批
判
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
、

い
わ
ゆ
る
牛
李

の
党
争
の
、
李
吉
甫
亡
き
後
の

一
方

の
領
袖
で
、
貢
挙
を
経
て
官
職
を
得
る
こ
と
の
多
か

っ
た
牛
党
が
挙
子
党
と
も

言

わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
李
徳
裕
や
鄭
輩

の
よ
う
に
門
蔭
に
由
る
こ
と
の
多
か

っ
た
李
党
は
任
子
党
と
も
呼
ば
れ
た
。
そ
の
李
徳
裕

(『資

治
通
鑑
』
巻

二
四
四

「唐
紀

六
〇
」
)

　
(大
和
)
七
年

(八
三
三
)
…
…
秋
七
月
壬
寅
…
…
上

近
世

の
文
士
の
経
術
に
通
ぜ
ざ
る
を
患
う
る
に
、
李
徳
裕

楊
縮

の
議

に
依
り
て
、
進
士
は
論
議
を
試
み
、
詩
賦
を
試
み
ざ
る
こ
と
を
請
う
。

　
(大
和
)
七
年
…
…
秋
七
月
壬
寅
…
…
上
患
近
世
文
士
不
通
経
術
、
李
徳
裕
請
依
楊
縮
議
、
進
士
試
論
議
、
不
試
詩
賦
。

鑑

』
に
は
そ
の
前
月
の
事
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
経
芸
を
修
む
る
こ
と
莫
し
。
先
聖

の
道
理
、
埋
欝

(埋
も
れ
た
さ
ま
)
と
し
て
伝
わ
ら
ず
。
況
ん
や
進
士

の
科
、
尤
も
楚
革

(改

　
革
)
を
要
す
…
…
其
れ
進
士
の
挙
は
宜
し
く
先
に
帖
経

(経
書
の
穴
埋
め
)
を
試
み
、
井
せ
て
大
義
を
略
問
し
、
経
義

の
精
通
す

　
る
者
を
取
り
て
、
次
に
議
論
各
の

一
首
を
試
み
て
、
文
理
高
き
者
に
便
ち
及
第
を
与
う
べ
し
。
其

の
試
み
ら
れ
し
所
の
詩
賦
は

　
並
て
停
む
。

　
　
漢
代
用
人
、
皆
由
儒
術
。
故
能
風
俗
深
厚
、
教
化
興
行
。
近
日
苛
尚
浮
華
、
莫
修
経
藝
、
先
聖
之
道
理
、

埋
欝
不
傳
。
況
進

　
士
之
科
、
尤
要
螢
革
…
…
其
進
士
奉
宜
先
試
帖
経
、
井
略
問
大
義
、
取
経
義
精
通
者
、
次
試
議
論
各

一
首
、

文
理
高
者
便
與
及

　
第
。
其
所
試
詩
賦
並
停
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『文
苑
英
華
』
巻
四
三
二

「赦
書
十
三
」
「大
和
七
年
八
月
七
日
朋
皇
太
子
徳
音
」)

こ
こ
で
も
軽
桃
浮
薄
な
風
が
も
て
は
や
さ
れ
、
経
書
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
更
に

『資
治
通

9



や
鄭
輩
と

い
う
時

の
権
力
者
が
こ
の
よ
う
に
進
士
科
で
詩
賦
を
課
す
こ
と
を
止
め
る
こ
と
を
建
議
し
た
こ
と
は
受

験
界
の
み
な
ら
ず
、

当
時

の
政
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。
し
か
し
翌
大
和

八
年

(八
三
四
)
十
月
に
は
、
大
和
六
年
以

前

の
や
り
方
を
基
本
的

に
復
活
す
る
と
の
礼
部
の
奏
請

(『朋
府
元
亀
』
巻
六
四
一

「貢
塁
部
」
「條
制
」)
が
あ

っ
て
詩
賦
は
復
活
し
た

が
、
こ
れ
は
同
じ
月
に
李
徳
裕
が
中
書
侍
郎

・
同
平
章
事
か
ら
山
南
西
道
節
度
使
と
し
て
出
さ
れ
た
こ
と
と
関
連

し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
れ
よ
り
か
な
り
降

っ
て
、
會
昌
六
年

(八
四
六
)、
杭
州
刺
史

で
あ

っ
た
杜
牧

(四
四
歳
)
は
宣
獄
観

察
使
、
高
元
裕

に

献

じ
た

「宣
州
の
高
大
夫

に
上
る
書

(上
宣
州
高
大
夫
書
)」

(『
樊川
文
集
』
巻
十
二
)
で
、
〈
去
歳
よ
り
前
五
年
、
執
事
者

上
言
し
て

云
う
に
、
「科
第

の
選
、
宜
し
く
寒
士

に
与
う
る
べ
く
、
凡
そ
子
弟
た
る
は
、
議
し
て
進
む
べ
か
ら
ず
」
と

(自
去
歳
前
五
年
、
執
事

者
上
言
云
、
「科
第
之
選
、
宜
與
寒
士
、
凡
爲
子
弟
、
議
不
可
進
」)〉
と
い
う
の
を
引
き
合

い
に
、
時
の
権
力
者
た
ち
が

〈
科
第
之
徒
浮
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　

輕

薄
〉
(同
前
)
と
見
て
い
た
こ
と
に
徹
底
的

に
反
駁
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
呉
在
慶
氏
は

『杜
牧
集
繋
年
校
注
』

で
、
郭
文
鏑
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　は
　

の
論
文

「杜
牧
若
干
詩
文
繋
年
之
再
考
辮
」
を
引
用
し
て
、
〈
去
歳
前
五
年
〉
と
は
開
成
五
年

(八
四
〇
)
の
こ
と

で
、
時

の
宰
相
、

李
徳
裕
が
武
宗

に
治
政
の
心
得
を
進
言
し
て
、
貢
挙
で
の
度
を
過
ぎ
た
子
弟
た
ち
の
弊
害
を
糺
し
、
家
柄

の
な

い
者
た
ち
を
採
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
　

べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
史
書
に
は
記
録
が
な

い
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の

「宣
州
の
高
大
夫
に
上
る
書

(上
宣
州
高
大
夫
書
)」

で
杜
牧
が
歴
代

の
名
臣
を
あ
げ

つ
ら

っ
て
、
彼
ら
が
名
門
の
子
弟

で
あ
り
、
進
士
出
身

で
あ

っ
た
と
反
駁
す

る

の
に
は
か
な
り
説
得
力
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
杜
牧
自
身
が
名
門
、
京
兆
杜
氏

の
子
弟
で
あ
り
、
且

つ
進
士
科
出
身

で
あ

っ
た
こ
と

が
多
分
に
働

い
て
い
よ
う
が
、
し
か
し

〈
科
第
之
徒
浮
華
輕
薄
〉
の
原
因
に
ひ
と

つ
と
見
な
さ
れ
た
詩
歌
創
作
に
熱
中
し
て
経
書
は

な
お
ざ
り
と
い
う
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

鄭
輩
や
李
徳
裕
と
い

っ
た
権
力
者
た
ち
が
詩
歌
と
い
っ
た
文
学

に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
を
取
る
の
は
、
や
は
り
為
政
者
と
し
て
の

立

場
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
、
そ
の
為
政
者

の
頂
点
に
君
臨
し
て
い
た
文
宗
も
単
な
る
詩
歌
愛
好
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
こ
の
年

の
詩
賦
の
問
題
は
文
宗
自
ら
が
出
し
て
お
り
、
よ

っ
て
格
調
改
ま

っ
て
退
廃
的
な
風

俗
を
正
し
た
と
臣

下

に
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
翌
年

(開
成
二
年

八
三
七
)
の
貢
挙

に
つ
い
て
、
唐
、
萢
臆

『雲
難
友
議
』
に
は
、
文
宗
か
ら
出
題

さ
れ
た
賦
が

〈常
規

(通
常
の
規
格
)〉
に
拠
る

「琴
懸
合
奏
賦
」、
詩
は

〈斉
梁
体
格
〉
に
拠

る

「電
裳
羽
衣
曲
詩
」
で
あ

っ
た
と

　
文
宗
開
成
元
年
二
月
癸
未
、
宰
臣

紫
震
殿
に
奏
事
す
。
帝
曰
く
、
「従
来
の
文
格
は
佳
に
非
ず
。
昨
に
進

士
に
試
み
し
題
目

は
是
れ
朕

の
自
ら
出
す
所
に
し
て
、
詩
賦
を
見
る
に
去
年

に
勝
る
に
似
た
り
」
と
。
宰
臣
李
石
曰
く
、
「陛
下
は
詩
賦
の
格
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
るわ　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　　
　
　　
　そ

を
改
め
、
以
て
頽
俗
を
正
せ
り
。
高
錯
も
亦
た
能
く
精
を
属
せ
て

(発
奮
し
て
)
士
を
取
り
、
仰
ぎ
て
聖
旨

に
副
は
し
め
ん
と

す
」
と
。
帝

曰
く
、
「
四
方

の
表
奏
の
血
ハ実
な
ら
ず
し
て
浮
巧
を
尚
ぶ
者
は
、
宜
し
く
掌
書
記
を
罰
す

べ
し
」
と
。
石
曰
く
、

「古
人
は
事
に
因
り
て
文
を
為
る
に
、
今
人
は
文
を
以
て
事
を
害
す
。
弊
を
懲
ら
し
て
末
を
抑
う
る
は
、
実

に
盛
時

に
在
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら

な
り
」
と
。
帝
曰
く
、
「但
だ
古
に
効

い
て
文
を
為
れ
ば
、
自
然
と
体
は
高
遠
を
尚
ば
ん
」
と
。
時

に
又
た
詔
し
て
、
兵
部
尚

書
王
起
に

『文
場
秀
句
』

一
巻
を
進
め
し
む
。
…
…
十

一
月
、
又
た
詔
し
て
、
兵
部
尚
書
王
起

に
国
朝
已
来

の
詩
を
能
く
す
る

人
の
名
字
を
進
め
し
む
。

　
文
宗
開
成
元
年
二
月
癸
未
、
宰
臣
奏
事
子
紫
震
殿
。
帝

日
、
「從
來
文
格
非
佳
。
昨
試
進
士
題
目
是
朕
自

出
所
、
見
詩
賦
似

勝
去
年
」
。
宰
臣
李
石
日
、
「陛
下
改
詩
賦
格
調
、
以
正
頽
俗
。
高
錯
亦
能
属
精
取
士
、
仰
副
聖
旨
」。
帝
日
、

「四
方
表
奏
不
典

實
而
尚
浮
巧
者
、
宜
罰
掌
書
記
」
。
石
日
、
「古
人
因
事
爲
文
、
今
人
以
文
害
事
。
懲
弊
抑
末
、
實
在
盛
時
」
。
帝
日
、
「但
致
古

爲
文
、
自
然
膿
尚
高
遠
」。
時
又
詔
、
兵
部
尚
書
王
起
進

『文
場
秀
句
』

一
巻
。
…
…
十

一
月
又
詔
、
兵
部
尚
書
王
起
進
國
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　め
　

已
來
能
詩
人
名
字
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『冊
府
元
鞄
』
巻
四
〇

「帝
王
部
」
「文
學
」)

者

だ

っ
た
徳
宗

の
よ
う
で
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
文
宗
が
凋
定
を
古
詩

の
名
手
と
讃
え
た
の
と
同
じ
年

の
開
成
元
年

(八
三

六
)

の
別
の
出
来
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

11



　

賦
が

〈常
規
〉
で
作
り
、
詩
は

〈斉
梁
体
格
〉

に
拠
る
と

い
う
こ
と
は
、
〈
斉
梁
体
格
〉
が

〈
常
規
〉
で
な

い
こ
と
に
な
る
。
杜

曉

勤
氏
は

「唐
開
成
試
詩
攣
艦
與
文
宗
朝
堂
…争
之
關
係
」
と
題
す
る
論
文
で
、
文
宗
の
い
う

〈斉
梁
体
格
〉
と
は
、
斉

・
梁
時

の
詩

歌

の
題
材

・
意
境

・
風
格
と
は
無
関
係

で
、
主
に
詩
歌
の
体
裁
や
格
律
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
り
、
句

・
聯

・
篇

に
於
い
て
故
意

に

近
体
詩
の
詩
律
を
犯
し
、
声
病
を
避
け
な
い
と
い
う
特
徴
を
持

つ
と
い
う
。

つ
ま
り
漢
魏
晋
宋
の
五
言
古
詩
に
比

べ
れ
ば
、
声
律
と

対
偶
を
凝
ら
す
斉
梁
体
は

一
種
の
新
体

で
は
あ
る
が
、
盛
唐
以
後
流
行
し
た
近
体
の
律
詩

に
比
べ
れ
ば
古
体
に
な
り
、
文
宗
は
詩
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　レ
　

の
形
式
に
対
し
て
復
古
的
改
革
を
試
み
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
ま
で
の
文
宗
に
纏
わ
る
記
事

の
中
で
、
〈古
〉

と

い
う
こ
と
ば
が
散
見
さ
れ
た
の
も
こ
の
よ
う
な
脈
絡
で
解
す
る
と
よ
り
理
解
し
や
す
い
。
そ
し
て
ま
た
前
述
の
よ
う
に
文
宗
が
開

成

元
年

(八
三
六
)、
及
び
同
二
年

(八
三
七
)
に
自
ら
詩
賦

に
つ
い
て
出
題
し
て
、
〈詩
賦
格
調
、
以
正
頽
俗
〉
と
臣
下
か
ら
評
さ
れ

た
こ
と
や
、
兵
部
尚
書
、
王
起
に
本
朝

の
詩
人
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
た
こ
と
な
ど
と
も
併
せ
て
、
李
鐵
が
本
朝

の

〈
古
詩
〉

に
類

す
る
も
の
を
集
め
た

『唐
詩
』
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
杜
牧
の

「
李
戡
墓
誌
銘
」

で
紹
介
し
た
こ
と
と
、
内
容

　
文
宗
元
年

(開
成
元
年

八
三
六
)
秋
、
詔
し
て
礼
部
高
侍
郎

(高
)
錯
に
復
び
貢
籍
を
司
ら
し
め
て
曰
く
、

「夫
れ
宗
子
維
城

(皇
族
)、
本
支
百
代

に
し
て
、
封
爵
便
宜
し
て
、
廃
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
し
。
常
年

宗
正
寺

の
解
送
人
、
浮
薄
有
り
て
、
以

　
　
　
　
け
が

て
科
名
を
添
さ
ん
こ
と
を
恐
る
。
卿

に
在
り
て
は
芸
能
を
精
棟
し
て
、
賢
路
を
妨
ぐ
る
こ
と
勿
か
れ
。
其
の
試
み
る
所

の
賦
は

　
　
　
　
　

よ

則
ち
常
規

に
准
り
、
詩
は
則
ち
斉
梁
体
格
に
依
る
べ
し
」
と
。
乃
ち

「琴
懸
合
奏
賦
」
・
「覧
裳
羽
衣
曲
詩
」

を
試
み
る
。

　
文
宗
元
年
秋
、
詔
禮
部
高
侍
郎
錯
復
司
貢
籍
日
、
「夫
宗
子
維
城
、
本
支
百
代
、
封
爵
便
宜
、
無
令
屡
絶
。
常
年

宗
正
寺
解

送
人

(皇
族
に
関
す
る
役
所
か
ら
推
薦
さ
れ
た
受
験
者
)、
恐
有
浮
薄
、
以
添
科
名
。
在
卿
精
棟
藝
能
、
勿
妨
賢
路
。
其
所
試
賦
則

准
常
規
、
詩
則
依
齊
梁
膿
格
」
。
乃
試

「琴
麸
合
奏
賦
」
・
「寛
裳
羽
衣
曲
詩
」
。　
　

(唐
、
萢
櫨

『雲
難
友
議
』
巻
上

「古
製
興
」)

記

さ

れ

て

い
る

。
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　

(張
)
砧

京

師

に
至

り

、

方

に

元

江

夏

(元
積

)

の
内

庭

に
優

仰

せ

る

(恣

に
振

る
舞

う
)

に

属

た

る
。

上

因

り

て

召

し

て

砧

の
詞

藻

の
上

下

を

問

う

。

積

対

え

て
曰

く

、

「
張

砧

は

雛

轟

小

巧

に

し

て
、

壮

夫

は

恥

ぢ

て
為

ら

ざ

る

者

な

り

。

或

い

は

之

を

漿

激

せ
ば

、

陛

下

の

風

教

を

変

ぜ

ん

こ

と

を

恐

る

」

と
。

上

之

に
頷

く

。

13

　

『唐
詩
』
と
銘
打

っ
て
唐
朝
以
来

の

〈古
詩
〉
に
類
す
る
も

の
を
集
め
よ
う
と
し
た
李
鐵

に
共
感
し
た
杜
牧
が
、
彼
の
墓
誌
銘

の

中

で
そ
れ
を
紹
介
し
た
こ
と
に
、
杜
牧
自
身
が
置
か
れ
て
い
た
時
代
的
、
政
治
的
環
境
に
於
け
る
文
学

の
立
ち
位

置
と
い
う
も
の
が

あ

っ
て
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
縷
々
説
明
し
て
き
た
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
権
力
者
た
ち
の
政
治
と
文
学
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ

っ
た

こ
と
を

一
応

の
結
論
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に

「
李
戡
墓
誌
銘
」

の

〈繊
艶

不
逞
〉
な
る

〈
元

白
詩
〉

へ
の
批
判
と
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び

つ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
杜
牧
が

〈元
白
詩
〉
を
批
判

し
得
た
の
は
、
大

和

五
年

(八
三
一
)
に

〈元
白
詩
〉
の
当
事
者
の

一
人
で
あ
る
元
積
が
亡
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
と
い
う

こ

と
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も

〈
元
白
詩
〉
な
る
も
の
は
元
和
期
に
盛
ん
に
作
ら
れ
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
て

は

い
た
が
、
し
か
し

〈元
白
詩
〉
が
そ
の
効
力
を
発
揮
し
た
の
は
、
元
和
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
元
和
十
四
年
　
(八

一
九
)
に
元
棋
が

長
安

に
戻

っ
て
、
長
慶
に
改
元
さ
れ
て
帝
位
に
つ
い
た
穆
宗
か
ら
寵
愛
を
受
け
た
あ
た
り
だ
と
言
え
る
。
前
述
の
如
く
、
元
積
が
穆

宗

や
令
狐
楚
に
詩
を
献
上
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
元
棋
も
政
治
的
に
枢
要
な
地
位

に
就
く
に
は
為
政
者
と
し
て
の

立

場
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
文
宗
に
献
じ
た
詩
に
は
艶
詩
が
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
し
、
ま
た
張
砧

(七
九
ニ
ー

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　あ
　

八
五
三
P
)
の
推
薦
を
巡

っ
て
、
『唐
撫
言
』
に
は
次
の
よ
う
な
話
も
載
せ
る
。

二

的

に
、
ま
た
時
間
的
に
も
重
ね
て
み
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。



　

銭

塘

の
酒

徒

朱

沖

和

、

小

舟

に

て

経

過

す

る

に
、

砧

語

ら

し

め

て

曰

く

、

「
張

砧

前

に
進

士

と

称

せ
ば

、

亦

た

難

か

ら

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も
シつ

や

」

と
。

沖

和

乃

ち
自

ら

名

を

啓

し

、

詩

を

贈

り

て
之

を

嘲

る

。

砧

平

生

傲

誕

に

し

て
、

公

侯

に

至

り

し

も

、

未

だ

斯

く

の

如

き

の
挫

き

あ

ら

ざ

る

な

り

。

詩

に

曰

く

、

「
白

は
東

都

に

在

り

て

元

は

已

に
莞

ぜ

り

、

蘭

台

吉
室

・
鳳

閣

(元
積

と
白

居
易

が
任

　

こ
こ
で
元
積
が
張
砧
を
批
判
す
る
の
は
、
杜
牧
が

「
李
戡
墓
誌
銘
」
で

〈
元
白
詩
〉
を
批
判
す
る
の
と
ま

っ
た
く
同
じ
口
吻

で
あ

る
。
こ
れ
も
権
力
者
と
し
て
の
元
積
の
立
場
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
と

い
え
る
が
、
逆
に
権
力
志
向

の
強
か
っ
た
元
積
に
対
す
る
批

判

は
な
か
な
か
で
き
な
か

っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
の
元
棋
と
は
対
照
的
に
、
〈元
白
詩
〉
の
も
う

一
人
の
当
事
者

で
あ
る
白
居
易
は
、

元
和
十
五
年

(八
二
〇
)
に
主
客
郎
中

・
知
制
諾
、
そ
し
て
翌
年

に
は
中
書
舎
人
に
な

っ
た
ま
で
は
元
棋
と
ほ
ぼ
同
じ
軌
跡
を
描
く

が
、
そ
の
後
は
、
杭
州
刺
史

・
蘇
州
刺
史

の
外
官
、
ま
た
中
央
に
戻

っ
て
秘
書
監
、
そ
し
て
刑
部
侍
郎
を
最
後

に
、
大
和
三
年

(八

二
九
)
に
は
太
子
賓
客
と
し
て
洛
陽
に
引
き
こ
も
り
、
劉
萬
錫
ら
と
唱
和
の
日
々
を
送

っ
て
政
界
の
表
舞
台

に
出

て
来
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
開
成
二
年

(八
三
七
)、
李
鐵
が
亡
く
な

っ
た
時
に
は
元
積
が
亡
く
な

っ
て
す
で
に
六
年
、
白
居
易
は
ま
だ
存
命
中
だ

っ
た
も

の

の
、
も
は
や
政
治
的
野
心
は
消
え
失
せ
て
い
た
時
で
、
白
居
易

に
対
す
る
気
遣
い
は
必
要
と
し
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
前
述

の
よ

う

に
文
宗
が
詩
学
士
を
置
く
こ
と
に
反
対
し
た
李
丑
の
諌
言
は
こ
の
翌
年

(八
三
八
)
の
こ
と
で

(『資
治
通
鑑
』
巻
二
四
六

「唐
紀
六

二
」
・
『唐
語
林
』
巻
二

「文
學
」)、
そ
こ
に
も
元
白
を
も
意
識
し
た

〈元
和
体
〉

へ
の
痛
切
な
批
判
が
あ

っ
た
。

　

因
み
に
白
居
易
に
は
ま
た
こ
の
張
砧
と
関
連
し
た
逸
話
が
幾

つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
唐
、
萢
撫

『雲
難
友
議
』

(巻
中

「銭
塘
論
」)

に
は
、
長
慶
三
年

(八
二
三
)、
白
居
易
が
杭
州
刺
史
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
頃
、
張
砧
と
徐
凝
が
州
試
の
解
元
を
争

っ
て
、
白
居
易

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む　

は
徐
凝
に
軍
配
を
上
げ
た
と
い
う
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く

『雲
難
友
議
』
に
は
次
の
よ
う
な
話
を
載

せ
て
い
る
。

　
砧
至
京
師
、
方
屡
元
江
夏
優
仰
内
庭
。
上
因
召
問
砧
之
詞
藻
上
下
。
積
封
日
、
「張
砧
離
轟
小
巧
、
壮
夫

恥
而
不
爲
者
。
或

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

漿
激
之
、
恐
攣
陛
下
風
教
」
。
上
頷
之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『唐
撫
言
』
巻
十

一

「薦
墾
不
捷
」)
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　

こ
れ
ま
で

「
李
戡
墓
誌
銘

」
が
作
ら
れ
る
ま
で
の
時
代
状
況
、
特
に
皇
帝
を
頂
点
と
し
た
権
力
者
た
ち
の
政
治

と
文
学
、
さ
ら
に

は

〈
元
白
詩
〉

に
つ
い
て
時
問
軸
に
沿

っ
て
眺
め
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
墓
誌
銘

の
持

つ
意
味
、
そ
し
て
杜
牧
自
身
に
於
け

る
政
治
と
文
学
と
の
関
係
を
解
き
明
か
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
こ

と
は
、
こ
の
頃
、
元
和
体
や
貢
挙
の

〈
浮
華
〉
な
る
も
の
へ
の
批
判
と

〈古
〉
な
る
も
の

へ
の
回
帰
が
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
権
力
者

た
ち
の
志
向
す
る
政
治
的
風
潮
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
、
杜
牧
を
し
て

〈元
白
詩
〉

へ
の
批
判

へ
と
向

か
わ
せ
た
。
し
か
も
そ
れ
は

大

和
五
年

(八
三
一
)
の
元
積

の
死
が
こ
の
よ
う
な
痛
烈
な
批
判
を
可
能
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

そ
も
そ
も
杜
牧

の
政
治
と
文
学
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
些
か
困
難
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。
杜
牧
は
官
途
に
あ

っ
て
不
遇

で
あ

15

三

　
　
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
秘
書
省
校
書
郎
や
中
書
舎
人
)

人
の
登
る
こ
と
少
な
し
。
冬
瓜
堰

(漸
江
省
嘉
興
市
あ
た
り
)
下
に
張
砧
に
逢

　
　
え
ば
、
牛
尿
堆
辺
に
我
が
能
を
説
く

(牛
馬
の
糞
尿
だ
ら
け
の
と
こ
ろ
で
自
身
の
才
能
を
自
慢
し
て
い
る
と
は
)L
と
。

　
　
　
銭
塘
酒
徒
朱
沖
和
、
小
舟
経
過
、
砧
令
語
日
、
「
張
砧
前
稻
進
士
、
不
亦
難
乎
」。
沖
和
乃
自
啓
名
、
而
贈
詩
嘲
之
。
砧
平
生

　
　
傲
誕
、
至
於
公
侯
、
未
如
斯
之
挫
也
。
詩

日
、
「白
在
東
都
元
已
莞
、
蘭
吉室
鳳
閣
少
人
登
。
冬
瓜
堰
下
逢
張

砧
、
牛
尿
堆
邊
説

　
　
我
能
」
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『雲
難
友
議
』
巻
下

「雑
嘲
戯
」)

　

こ
れ
は
朱
沖
和
な
る
男
が
尾
羽
打
ち
枯
ら
し
て
も
な
お
傲
慢
な
張
砧
を
や
り
込
め
た
話
で
あ
る
。
贈
り
主
相
手

に

〈
張
砧
〉
な
ど

と
記
し
て
あ
れ
ば
、
こ
の
話
自
体
の
信
懸
性
が
ま
す
ま
す
疑
わ
れ
る
が
、
こ
の
詩
に
白
居
易
と
元
積
が
引
か
れ
る

の
は
、
前
述

の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

く
、
張
砧
が
嘗
て
こ
の
二
人
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
こ
と
を
露
骨

に
皮
肉

っ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
話
も

「
李
戡
墓
誌

銘

」
と
同
様
に
元
棋
は
亡
く
な

っ
て
い
る
が
白
居
易
は
な
お
存
命
中
と

い
う
設
定
に
、
あ
る
意
味
、
生

々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。



っ
た
と
よ
く

い
わ
れ
る
が
、
し
か
し
五
十
歳

で
中
書
舎
人

(正
五
品
上
)
で
あ

っ
た
の
は
、
例
え
ば
白
居
易
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ

り
、
杜
牧
は
決
し
て
不
遇
だ

っ
た
と
は
言
え
ま
い
。
た
だ
中
書
舎
人
に
な

っ
た
そ
の
年
に
亡
く
な

っ
た
こ
と
が
不
運
だ

っ
た
だ
け
で

あ

る
。
よ

っ
て
杜
牧
ほ
ど
の
官
歴
を
持

つ
な
ら
ぼ
官
界
に
於

い
て
詩
文
の
贈
答
も
相
当
数
あ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
残
さ
れ

た
杜
牧
の
詩
文
を

一
覧
す
る
と
贈
答
詩
や
唱
和
詩
が
意
外
に
も
少
な
く
、
そ
の
贈
り
主
と
の
関
係
か
ら
杜
牧
の
政

治
的
、
或

い
は
文

学

的
立
場
を
知
る
こ
と
が
難
し

い
。
こ
れ
を
李
裁
が
亡
く
な

っ
た
開
成
二
年

(八
三
七
)
頃

の
杜
牧

の
洛
陽
時
代

、

つ
ま
り
大
和
九

年

(八
三
五
)
か
ら
開
成
二
年

(八
三
七
)
ま
で
の
三
年
問

に
つ
い
て
見
て
も
同
様

の
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
頃

の
洛
陽

に
は
白
居
易
は

も
ち
ろ
ん
、
劉
禺
錫
や
李
徳
裕
も
開
成
元
年

(八
三
六
)
に
太
子
賓
客
と
し
て
洛
陽

に
入

っ
て
い
る
。
そ
の
前
年
十

一
月

に
起
こ

っ

た
甘
露
の
変

の
影
響
で
洛
陽
を
避
難
の
場
所
と
見
な
し
た
の
は
杜
牧
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
重
鎮
と
見

な
さ
れ
る
者
た
ち
が
洛
陽
に
居
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
杜
牧
に
は
彼
ら
と
の
交
渉
を
示
す
詩
文
が
残

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

白

居
易
と
の
関
係

で
言
え
ば
、
「
李
戡
墓
誌
銘

」
に
見
え
る
杜
牧

の
文
学
観
が
す
で
に
調
諭
詩
を
書
か
な
く
な

っ
て
久
し
い
白
居
易

と

の
没
交
渉
を
選
択
さ
せ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
劉
萬
錫
に
つ
い
て
は
、
貞
元
十
六
年

(八
〇
〇
)
か
ら
二
年
間
、
杜

牧

の
祖
父
、
杜
佑

の
掌
書
記

(徐
洒
濠
節
度
使

・
准
南
節
度
使
)
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、
大
和
八
年

(八
三
四
)
に
は
蘇
州
刺
史
か
ら

汝

州
刺
史

へ
の
転
任
途
中
に
潅
南
節
度
使

の
牛
僧
儒
を
そ
の
任
所
で
あ
る
揚
州
に
訪
ね
て
い
れ
ば
、
当
然
、
准
南
節
度
推
官

・
監
察

御
史
裏
行
だ

っ
た
杜
牧

(三
二
歳
)
も
面
識
の
機
会
が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
文
学
の
受
容
か
ら
み
て
も
、
夙

に
山
内
春
夫
氏

が

「杜
牧

の

『杜
秋
娘
詩
』

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
で
、
杜
牧
が
こ
の
洛
陽
に
居
た
時

に
書

い
た
と
さ
れ

る

「杜
秋
娘
詩
」

(『
樊川
文
集
』
巻

一
)
が
、
劉
禺
錫
、
及
び
そ
の

「泰
娘
歌
」
(『劉
賓
客
文
集
』
巻
二
七
)
か
ら
の
影
響

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、

さ
ら
に
は
尚
永
亮
氏
ら
も

『中
唐
元
和
詩
歌
傳
播
接
受
史
的
文
化
學
考
察
』

に
於
い
て
劉
禺
錫
か
ら

の
影
響
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ

　
　
　れ
　

て

い
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
同
じ
く
洛
陽
に
居
た
劉
禺
錫
と
杜
牧
と
の
問
に
そ
の
交
流
を
示
す
詩
文
が
残
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、

一
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

　
李
紳
の
出
立

に
際
し
て
別
れ
を
惜
し
む
人
々
が
行
く
手
を
阻
も
う
と
す
る
の
で
、
河
南
少
サ
の
厳
元
容
は
彼
ら
を
鞭
打
ち
、
監
察

御
史

の
杜
牧
は
部
下
の
者
を
使

っ
て
民
衆
を
遮
り
殴
り

つ
け
さ
せ
、
送
別
用

の
幕
も
撤
去
さ
せ
る
有
り
様
だ

っ
た
と
い
う
。
他
所

へ

転

任
し
て
い
く
長
官
が
如
何

に
慈
愛
に
満
ち
た
治
政
を
行

っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
そ
の
土
地
の
人
々
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
る
と
い
う

話

は
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
が
、
役
目
柄
、
そ
の
旅
立
ち
を
滞
ら
せ
ま

い
と
立
ち
働
い
た
者
た
ち
の
こ
と
ま
で
こ

の
よ
う
に
記
述
す

　
開
成
元
年
六
月
二
十
六
日
、
宣
武
軍
節
度
使
を
制
授
さ
る
。
七
月
三
日
、
中
使

劉
泰

族
節
を
押
送
し
洛

陽
に
止
ま
り
、
五

日

鎮

に
赴
か
ん
と
し
、
都
門
を
出
つ
れ
ば
、
城
内
の
少
長
士
女
の
相
送
る
者
数
万
人
。
白
馬
寺
に
至
り
、
涕
泣
し
て
車
に
当

た
る
者
止
む
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
少
サ

厳
元
容

胃
吏

・
市
人
を
鞭
う
ち
、
其
の
恋
慕
せ
る
を
怒
る
。
留
台
御
史

杜
牧

台
吏
を

し
て
百
姓
を
遮
り
殴
ら
し
め
、
其
れ
祖
帳
を
廃
せ
し
む
。

　
開
成
元
年
六
月
二
十
六
日
、
制
授
宣
武
軍
節
度
使
。
七
月
三
日
、
中
使
劉
泰
押
送
施
節
止
洛
陽
、
五
日
赴

鎭
、
出
都
門
、
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　へ

内
少
長
士
女
相
送
者
敷
萬
人
。
至
白
馬
寺
、
涕
泣
當
車
者
不
可
止
、
少
サ
嚴
元
容
鞭
胃
吏
市
人
、
怒
其
懸
慕

。
留
吉室
御
史
杜
牧

使
吉室
吏
遮
殿
百
姓
、
令
其
塵
租
帳
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『追
昔
遊
集
』
巻
下

「拝
宣
武
軍
節
度
使
」)

見

、
不
思
議
な
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
杜
牧
に
贈
答
詩
や
唱
和
詩
が
少
な
い
こ
と
自
体
に
そ
の
疑
問
を
解
く
鍵
が
有
る
よ
う
に

思

わ
れ
る
。
前
述

の
如
く
、
劉
禺
錫
が
洛
陽
に
居
た
開
成
三
年

(八
三
八
)
の
事
と
し
て
、
宰
相
、
楊
嗣
復
が
劉
禺
錫
を
警
戒
す
る

か

の
こ
と
ば
を
発
し
て
い
る
こ
と
も

(『唐
語
林
』
巻
二

「文
學
」)　

こ
れ
と
関
係
す
る
と
す
れ
ば
、
杜
牧
は
ど
こ
ま
で
も
注
意
深
く

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お
　

慎

重
な
人
間
だ

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
洛
陽
時
代
の
杜
牧
に
関
し
て
さ
ら
に
興
味
深

い
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
開
成
元
年

(八
三
六
)
七
月
、
河
南
サ
で

あ

っ
た
李
紳

(七
七
ニ
ー
八
四
六
)
が
宣
武
軍
節
度
使
と
し
て
洛
陽
か
ら
任
地
に
赴
く
に
当
た

っ
て
詠
ん
だ
詩

に
付

け
ら
れ
た
序
で
あ

る
。
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ま
た

『旧
唐
書
』
「李
紳
伝
」
(巻

一
七
三
)
に
も

〈
穆
宗

召
し
て
翰
林
学
士
と
為
し
、
李
徳
裕

・
元
積
と
同
に
禁
署
に
在
り
て
、

時

に
三
俊
と
称
さ
れ
、
情
意
相
い
善
し

(穆
宗
召
爲
翰
林
學
士
、
與
李
徳
裕

・
元
積
同
在
禁
署
、
時
構
三
俊
、
情
意
相
善
)
〉
と
あ
れ
ば
、
李

紳

が
李
党
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
杜
牧
は
牛
僧
儒
ら
の
恩
顧
も
あ

っ
て
牛
党

の

一
人
と
見
な
さ
れ
る
が
、
甘
露

の
変
を

避

け
て
洛
陽
に
逃
れ
ら
れ
た
か
に
見
え
た
杜
牧
は
、
依
然
と
し
て
政
治
的
重
圧
に
耐
え
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の

牛
李

の
党
争

の
中

に
あ

っ
て
、
杜
牧
は
武
宗

の
會
昌
年
間

(元
年
至
六
年

八
四
一
-
八
四
六
)
に
権
勢
を
振
る

っ
て

い
た
李
徳
裕
に
対

し
て
、
「李
司
徒
相
公

に
上
り
て
用
兵
を
論
ず
る
書

(上
李
司
徒
相
公
論
用
兵
書
)」
(會
昌
一二
年

八
四
三

『
樊川
文
集
』
巻
十

一
)
・
「李
太

尉

に
上
り
て
北
辺
の
事
を
論
ず
る
啓

(上
李
太
尉
論
北
邊
事
啓
)」

(會
昌
四
年

八
四
四

同
前
巻
十
六
)
・
「李
太
尉
に
上
り
て
江
賊
を
論

ず

る
書

(上
李
太
尉
論
江
賊
書
)」
(會
昌
五
年

八
四
五
　
同
前
巻
十
六
)
な
ど

の
対
策
を
献
じ
た
こ
と
が
、
『新
唐
書
』

「杜
佑
伝
附
杜
牧

伝

」
(巻
一
六
六
)
で

〈牧

剛
直

に
し
て
奇
節
有
り
、
小
謹
に
齪
齪
た
ら
ず
、
敢
え
て
大
事
を
論
列
し
、
病
利
を
指
陳
す
る
こ
と
尤

も
切
至
た
り

(牧
剛
直
有
奇
節
、
不
爲
齪
齪
小
謹
、
敢
論
列
大
事
、
指
陳
病
利
尤
切
至
)〉
と
評
さ
れ
る
の
に
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

後

、
大
中
三
年

(八
四
九
)、
牛
僧
儒

(七
八
〇
1
八
四
八
)
の
為
に
作

っ
た

「唐
故
太
子
少
師
奇
章
郡
開
国
公

・
贈
太
尉
の
牛
公
墓
誌

銘
井
び
に
序

(唐
故
太
子
少
師
奇
章
郡
開
國
公
贈
太
尉
牛
公
墓
誌
銘
井
序
)」
(『
樊川
文
集
』
巻
七
)
で
は
、
そ
の
會
昌
年
間
を
振
り
返

っ
て

　
(李
)
徳
裕

元
和
の
時

に
於
い
て
は
、
之
を
久
し
く
し
て
調
せ
ら
れ
ず
。
而
る
に

(李
)
逢
吉

・
(牛
)
曾
儒

・
(李
)
宗
閲
は

私
怨
を
以
て
恒
に
之
を
排
濱
せ
り
。
時

に
徳
裕

李
紳

・
元
積
と
倶

に
翰
林

に
在
り
て
、
学
識

・
才
名

の
相

類
す
る
を
以

て
、

情
頗
る
款
密
な
れ
ば
、
逢
吉
の
党

深
く
之
を
悪
む
。

　
徳
裕
於
元
和
時
、
久
之
不
調
。
而
逢
吉

・
信
揺

・
宗
閲
以
私
怨
恒
排
濱
之
。
時
徳
裕
與
李
紳

・
元
積
倶
在

翰
林
、
以
學
識
才

名
相
類
、
情
頗
款
密
、
而
逢
吉
之
堂
…深
悪
之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『奮
唐
書
』
巻

一
七
四

「李
徳
裕
傳
」)

る

の
に
は
悪
意
を
感
じ
る
。
こ
の
よ
う

に
記
述
し
た
李
紳
に
つ
い
て
、
『旧
唐
書
』
「李
徳
裕
伝
」
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

註※
本
論

考

は

、
紙

面

の
都

合

上
、

「
杜

牧

の
李
戡
墓
誌
銘

(上
)
」

と

　
「
杜

牧

の
李
戡
墓
誌
銘

(下
)
」

の
二
部

に
分

け

て
論

じ

て
お

り
、

　
「
杜

牧

の
李
戡
墓
誌
銘

(上

)
」

に

つ
い

て
は
、

『
人

文

論

叢
』

(
二

　
〇

一
五
年

一
月

　
京

都
女

子
大

学

人
文
学

会

)
第

六
三
號

(第

一

　
頁
至

第
十

八
頁

)

を
参
照

さ

れ
た

い
。

(
1
)
　

『
資

治

通
鑑

』
巻

二
四

一

「唐

紀

五

十

七
」

に
は

や
や

簡

略

　

　
に
記

す
。

(
2
)　

関
連

す

る
記
事

や
論

考

は
左
記

の
通

り
。

・
『元
氏
長
慶
集
』
巻
四
十

「制
諾
序
」　

(長
慶
元
年

八
二

一
)

　

近
世
以
科
試
取
士
文
章
、
司
言
者
荷
務
別
飾
、
不
根
事
實
。

　

升
之
者
、
美
溢
於
詞
、
而
不
知
所
以
美
之
之
謂
。
細
之
者
、

　

罪
溢
於
紙
、
而
不
知
所
以
罪
之
之
來
。
而
又
拘
以
屡
封
、
賜

　

以
圓
方
、
類
之
於
賦
判
者
流
、
先
王
之
約
束
蓋
掃
地
　
。

・
『白
氏
文
集
』
巻
五
三

「鯨
思
未
審
、
加
爲
六
韻
、
重
寄
微
之
」

(長
慶
三
年

八
二
三
)

　

制
從
長
慶
辮
高
古

(微
之
、
長
慶
初
知
制
諾
、
文
格
高
古
始

　

攣
俗
艦
、
緩
者
効
之
也
)

19

〈時

に
李
太
尉

柄
を
専
ら
に
す
る
こ
と
五
年
、
多
く
賢
士
逐

い
て
、
天
下

恨
怨
す
　
(時
李
太
尉
專
柄
五
年
、
多
逐
賢
士
、
天
下
恨
怨
)〉

と
か
、
〈李
太
尉
必
ず
公

(牛
僧
儒
)
を
殺
さ
ん
こ
と
を
志
す
　
(李
太
尉
志
必
殺
公
)〉
と
ま
で
書
き
立
て
て
い
る
。
明
ら
か
に
こ
れ
は

李
徳
裕
が
す
で
に
政
争
に
敗
れ
、
遙
か
南

の
地
、
崖
州
に
流
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
李
徳
裕
は
そ
の
翌
年
、

既
所
で
没
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
杜
牧
が
如
何
に
政
治
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
要
す
る
に
、
本
稿
で
は

「
李
戡
墓
誌
銘
」
を
通
し
て
、
そ
の
当
時
の
政
治
が
如
何

に
杜
牧
の
文
学
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
た

か

に
つ
い
て
縷
々
述
べ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
永
ら
く
中
国
の
文
学
を
担

っ
て
き
た
の
が
こ
の
よ
う
な
士
大
夫
た
ち
で
あ
れ
ば
、
彼
ら

の
文
学
に
つ
い
て
ま

っ
た
く
政
治
と
切
り
離
し
て
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
そ
う

い
う
意
味
で
こ
の

「
李
戡
墓
誌
銘
」
が
こ
れ

ま
で
文
学
的
側
面
に
か
な
り
偏

っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
政
治
的
な
要
素
も
多
分
に
加
味
し
て
見
直
そ
う
と
し
た
つ
も
り

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
杜
牧

の
作
品
す
べ
て
を
こ
の
よ
う
に
政
治
と
結
び

つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
た
同
じ
よ
う

に
批

判

を
受
け
る
に
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。



衡

の
従

弟
、

武
儒

衡

も
本
文

で
引

用

し
た

「
元
積

傳

」

の

〈
朝

廷

以
書

命
不

由
相

府
、

甚
鄙

之
〉

と

は
別

の
理
由

で
元
愼

を
蔑

ん

で

い
た

と

い
う

。

然

儒
衡

守
道

不

回
、
嫉

悪
太

甚
、

終

不
至
大

任
。

尋

正
拝
中

書

舎

人
。

時
元

棋
依

椅
内

官
、

得
知

制
諾

、
儒

衡
深

鄙

之
。
會

食

瓜

閤
下

、
蝿

集
於

上
、

儒
衡

以
扇

揮

之
日
、

適
從

何
庭

來
、

而

遽

集
於

此
。

同
僚

失
色

、
儒

衡
意

氣
自

若
。

遷
禮

部
郎

、
長

慶

四
年

(八

二
四
)

卒
、

年

五
十

六
。

『新

唐

書

』
巻

一
一
九

「
白

居
易

傳

」

の
賛

も
白

居
易

の
官

途

と
対
照

さ

せ

て
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

賛

日

…
…
観

居
易

始

以
直
道

奮
在

天

子
前
、

争
安

危
、

翼

以
立

功

。
錐

中
被

斥
、

晩
盆

不
衰

。
當

宗
閲

時
、

灌
勢

震
赫

、
終

不

附

離
爲

進
取

計
。

完
節

自
高

。

而
愼
中

道
微

瞼
、

得
宰

相
、

名

(
4
)　

『
奮

唐
書

』
巻

一
五

八

「
武

元

衡

附
儒

衡

傳

」

に

は
、
武

元

詩

到

元
和

艦

攣

新

(衆

稻

元
白

爲

千

字

律

詩
、

或

號

元

和

格
)

・
下

定

雅

弘

『白

氏

文
集

を

読

む
』

(
一
九

九

六

年

十

月

勉

誠

社

)

「前

編

」

「第

七

章

中

書

制

諾
1

そ

の
旧
体

と
新

体

の
分

類

に

つ
い
て
I
」

参
照

。

(
3
)

『
元

氏
長

慶

集
』

巻

五

一

「翰

林

承

旨

學

士
記

」

に

は
次

の

よ
う

に
言
う

。

大

凡
大

詰
令

・
大

慶
置

・
丞
相

之
密
書

・
内

外
之

密
奏

、
上

之

所

甚
注

意
者

、
莫

不
專

封
。

他

人
無
得

而
参

。
非

自

異
也
、

法

不

當
言

。

…
…
長

慶

元
年

(八

二

一
)

八

月
十

日
記

望
濯

然
。

鳴

呼
、
居

易
其

賢
哉

。

(
5
)

川
合

康

三

「
『白

俗

』

の
検

討
」

(
一
九

九

四
年

九

月

『白

居

易
研

究

講

座
』

2

所
収

勉

誠

社

)
参

照
。

後

に

『
終

南

山

の
変

容
』

(
一
九
九

九
年

十
月

研
文

出
版

)

に
再
録

。

(
6
)

『
奮
唐

書
』
巻

十

五

「
憲
宗

本
紀

下
」

に

〈
(元

和

八
年

)

六

月

壬
寅
、

宰
臣

武

元
衡

・
李
吉

甫

・
李
緯

、
奮

相
鄭

鯨
慶

・
灌

徳
輿

、
各

奉
詔

令
進

奮
詩

〉

と
記

さ
れ
、

灌
徳

輿

に

は

「
進
詩

状

」

(
『権

載

之
文
集

』
巻

四
六
)

が
あ

る
。

(
7
)

「
上

令

狐

相

公

詩

啓

」
は
、

『薔

唐

書

』

巻

一
六

六

「元

積

傳

」
、
及

び

『朋

府

元

亀

』
巻

八

四

一

「
縛

録

部

」

「
文

章

第

五

」

に
収

録

す

る

が
、

『
元
氏

長
慶

集

』

に

は
収

め
ら

れ

て

い

な

い
と

こ
ろ

に
元
積

と
令

狐
楚

と

の
複
雑

な
関

係

が
窺

え

る
よ

う

で
あ

る
。
拙

稿

「令

狐

楚

を

通

し

て

見

る

元

和

の
文

学

」

(
二
〇
〇

二
年

十
月

創
文

社

『
中

国
読
書

人

の
政

治

と
文

学

』

所
収

)
参

照
。

(
8
)

李

廓

に

つ
い

て
は
、
傅

瑛

珠

『唐

才

子

傳
校

箋

』

(
一
九

九

〇

年

五

月

中

華

書

局

)
巻

第

六
、
第

三

冊

「
李

廓

」

(呉

企

明

)
・
「補

正

」

(
一
九
九

五
年

十

一
月

中

華
書

局

)
巻
第

六

、

第

五
冊

(陶
敏

)
・
周
紹

良

『
唐
才

子
傳

箋
謹

』

(
二
〇

一
〇
年

九

月

中

華

書

局
)

巻
第

六
、
中

冊

「李

廓

」

に
詳

し

い
が

こ

の
記

事

に
は
言

及

し

て

い
な

い
。

ま
た

『
奮
唐

書

』
巻

一
六

九

「
王

涯
傳

」

の

く
大

和

三
年

(八

二
九
)

正
月

、

入
爲
太

常
卿

。

文
宗

以
樂

府

之
音
、

鄭
衛

太
甚

、
欲

聞
古

樂
、

命

涯
詞
於

奮

工
、

取
開

元
時

雅
樂

、
選

樂
童

按

之
。
名

日
、

「
雲

詔
樂

」
。
樂

曲
成

、
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杜牧の 「李戡墓誌銘」について(下)

涯
與
太
常
丞
李
廓

・
少
府
監
庚
承
憲
押
樂
工
鰍
於
黎
園
亭
、
帝

按
之
於
會
昌
殿
。
上
悦
、
賜
涯
等
錦
練
〉
と
い
う
記
事
を
引
用

し
て
、
こ
の

〈太
常
丞
李
廓
〉
は
官
位
の
高
さ
か
ら
見
て
別
人

だ
と
す
る
が
、
こ
の

『奮
唐
書
』
「王
涯
傳
」
の
大
和
三
年

(八
二
九
)
の
記
事
内
容
と
前
掲
の
同

「凋
定
傳
」
の
大
和
九

年

(八
三
五
)
の
そ
れ
と
は
か
な
り
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
こ
の
二
つ
の
資
料
が
と
も
に
語
る
文
宗
の
嗜
好
を
確

認
す
る
こ
と
に
留
め
て
お
く
。

(9
)

周
助
初

『唐
語
林
校
讃
』
(
一
九
八
七
年
七
月

中
華
書
局
)

上
冊
、
第

一
五
〇
頁
。
尚
永
亮
等

『中
唐
元
和
詩
歌
傳
播
接
受

史
的
文
化
學
考
察
』
(二
〇

一
〇
年
十

一
月

武
漢
大
學
出
版

社
。
初
出
は
尚
永
亮

・
李
丹

「
"元
和
禮
"
原
初
内
洒
考
論
」

二
〇
〇
六
年
第
二
期

『文
學
評
論
』)
上
巻

「第
二
章

元
白

詩
派
在
中
晩
唐
的
傳
播
與
接
受
」
「第
二
節

"
元
和
膿
"
詩
傳

播
接
受
状
況
的
考
察
」
は

〈所
謂

"檎
章
絶
句
"
、
"贅
牙
堀

奇
"、
"畿
調
時
事
"
的

"輕
薄
之
徒
"
、
錐
未
明
指
何
人
、
但

衡
之
當
日
情
形
、
似
當
以
曾
作
有
大
量
艶
詞
和
調
諭
詩
的
元
白

等
人
爲
主
、
兼
指
曾
作
有
雨
首

《玄
都
観
》
絶
句
以
畿
調
灌
要

的
劉
禺
錫
〉
と
解
す

(第
七
四
頁
)。
な
お
こ
の

〈元
和
膿
〉

は
唐
、
李
肇

『唐
國
史
補
』
(巻
下
)
で

く元
和
以
後
、
爲
文

章
則
學
奇
誰
於
韓
愈
、
學
苦
灘
於
焚
宗
師
。
歌
行
則
學
流
蕩
於

張
籍
。
詩
章
則
學
矯
激
於
孟
郊
、
學
淺
切
於
白
居
易
、
學
淫
靡

於
元
積
、
倶
爲
元
和
禮
V
と
い
う
批
判
的
な
口
吻
に
似
る
。

(10
)

経
学
に
造
詣
が
深
く
詩
文
を
軽
ん
じ
て
い
た
鄭
輩
に
つ
い
て
、

『薔

唐

書
』

巻

十

七

下

「文

宗

紀

下

」

に
も

〈
開

成

二
年

(
八

三

七
)
冬

十

月
…

…
癸

卯
、
宰

臣
判

國

子
祭
酒

鄭
輩

進

『
石

壁

九
経

』

一
百

六
十
巻

。
時

上
好

文
。

鄭
輩

以
経

義
啓

導
、

梢
折

文

章

之

士
〉

と

あ

る
。

ま

た

『
唐

語

林
』

巻

二

「
文

學

」

に

〈
文

宗
皇

帝

曾
製

詩

以

示
鄭

輩
、

箪

奏

日
、
且

乞

留

聖

慮

於
萬

幾
、

天
下

仰
望

。
文

宗

不
悦
。

輩
出

復

示
李
宗

閾

、
歎

伏
不

已
、

一
句

一
拝

、

受
而
出

之
。

上
笑

謂

之

日
、

勿
令

適
來

阿

父
子

見

之

〉
と

は
基

づ
く

と

こ
ろ
が

不
明

で
あ

る
が
、

詩

や
詩

人

に
対

す

る
、
或

い
は
牛
李

の
党

争

に
於

け

る
政

治
家

の
ひ

と

つ
の
立

場

を
如
実

に
表

し

て

い
よ
う
。

(
11
)

『
朋
府

元
鞄

』
巻

九
〇

「
帝

王
部

」

「赦

宥
第

九

」

に
も
同
様

の
記

述
有

り
。

(
12
)

傅

瑛
珠

『李

徳
裕

年
譜

』

(
一
九

八

四
年

十

月

齊

魯
書

社

・

二
〇

一
三
年

一
月

中
華

書
局

)

「大

和

七
年

」

の
項

参

照
。

な

お
開

成

の
貢
挙

と
文

宗

と

の
関

係

に

つ
い
て
は
、
杜

曉
勤

「唐

開
成

試
詩

攣
艦

與
文

宗
朝

黛
孚

之
關

係
」

(
『文

學
遺

産
』

二
〇

一
三
年

第

一
期

)
・
仲

培

「
開

成

年

間

試

詩
依

"齊

梁

膿

格

"

再
探

討

論
」

(
『漸

江

大
學

學

報

(人

文

社

會

科
學

版

)
』

二

〇

一
四
年
十

月

)
参
照

。

(
13
)

呉
在

慶

『杜

牧

集

繋

年

校

注
』

(
二
〇

〇

年

十

月

中

華

書

局

)
第

三
冊
、

「
上

宣
州

高
大

夫
書

」

【注

繹

】
①
参

照

(第

八

五

五
頁
)
。

(
14
)

郭

文
鏑

「杜

牧
若

干
詩

文
繋

年

之
再
考

辮

」

(
『
西
北
師

院

學

報
』

一
九

八

七
年
第

二
期

)
。
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(
15
)

『
奮

唐
書

』
巻

十

八
上

「
武

宗

本
紀

」

に
會

昌

四
年

(
八
四

四
)
十

二
月

の
こ
と

と
し

て
次

の
よ
う

な
話

を
載

せ

て

い
る
が
、

李

徳
裕

は
、

『
文

選
』

さ

え

も

〈
其

祖

尚

浮

華
、

不

根
藝

實

〉

と

い
う

も

の

の
象

徴

と
し

て
や

り
玉

に
挙
げ

て

い
る
。

(會

昌

四

年
)

十

二

月
、

救
、

「
郊

禮

日
近

、
獄

囚

敷

多

、

案
欺

已
成

、
多

有
翻

覆
。

其
爾

京

天
下

州
府
見

繋

囚
、

已
結

正

及
雨

度

翻
案

伏

款
者

、
並

令

先
事

結

断

詑

申

」
。
時

左

僕

射

王
起
頻

年
知

貢
墨

、
毎

貢
院

考
試

詑
、

上
榜

後
、

更
呈

宰

相
取

可
否

。
後

人
敷

不
多

、
宰

相
延

英
論

言
、

「
主

司
試

藝
、

不
合

取
宰

相
與

奪
。

比
來

貢
墾

銀
難

、
放

人
絶

少
、

恐
非

弘

訪
之

道
」
。
帝

日
、

「
貢
院

不
會

我
意

。

不
放

子
弟
、

即
太

過
、

無

論

子
弟

・
寒

門
、

但

取

實

藝

耳
」
。

李

徳

裕

封

日
、

「
鄭

粛

・
封
赦

有
好

子
弟

、
不

敢
鷹

墾
」
。
帝

日
、

「
我

比
聞
楊

虞

卿
兄

弟
朋

比
貴

勢
、

妨
平

人
道

路
。

昨
楊

知
至

・
鄭

朴

之
徒
、

並
令

落
下

、
抑

其
太

甚
耳

」
。

徳
裕

日
、

「
臣
無

名
第

、

不
合

言
進

士
之

非
。

然
臣

祀

天
寳
末

以
仕

進
無

他
伎

、
勉

強
随

計
、

一
墾

登

第
。

自
後

不

於

私

家

置

『文

選

』
、
蓋

悪

其

祖

尚

浮

華
、

不
根

藝
實

。
然

朝
廷

顯
官

、
須

是

公
卿

子
弟
。

何
者

、

自
小

便
習

學
業

、
自

熟
朝

廷
間

事
、

吉室
閣

儀
範

、

班
行
准

則
、

不
教

而
自

成
。

寒

士
縦
有

出

人
之
才

、
登

第
之

後
、

始
得

一

班

一
級
、

固
不

能
熟

習
也

。
則

子
弟

成
名

、
不

可
輕

　
」
。

(
16
)

『
奮

唐
書

』
巻

一
六

八

「
高

欽

傳

附
高

錯

傳

」
及

び

唐
、

高

彦

休

『
唐

閾
史

』

「
李
可

及
戯

三
教

」

に
も

同
様

の
記

事

を

載

せ
る
。

(
17
)

前

掲
注

(
12
)
参
照

。

(
18
)

サ
占
華

校

注

『張

枯
詩

集
校

注
』

(
二
〇
〇

七
年

六
月

巴

蜀

書

社
)

「
張
枯

繋

年

考
」

は

元
和

十

五

年

(
八

二
〇
)

に
繋
年

し
斐

度

(八

六

四
-

八

三
九
)

の
推

薦

と
し

て

い
る

(第

六

一

九

頁
)
。

ま

た
令

狐

楚

(七

六

六
-

八
三

七

)

の

「
進

張
砧

詩

冊

表

」

(
『
全

唐

文

』
巻

五

三

九
)

は

大

和

五
年

(
八

三

一
)

に
繋
年

す

る

が

(第

六

二
六
頁

)
、

そ

こ

に
は

〈
凡
製

五

言

。

苞
含

六
義

。
近

多
放

誕
、

靡
有

宗
師

。
前

件

人
久
在

江

湖
、

早

工
篇

什
、

研
幾

甚
苦

、
捜

象
頗

深
。

輩
流

所
推

、

風
格

筆
及

〉

と

あ

り

、
元

積

が

批

判

す

る

よ
う

な

〈
離

轟

小

巧

〉

に

し

て

〈
風

教
攣

〉

の

よ
う

な
も

の
は
微

塵

も
感

じ
ら

れ

な

い
。

傅
瑛

珠

『
唐

才

子
傳

校
箋

』

(
一
九

九
〇

年

五

月

中

華
書

局
)
巻

第

六
第

三

冊

「
張
砧

」

(呉

在
慶

)

で

は
、

こ

の
表

は

令

狐
楚

が
宣

獄
観

察
使

で
あ

っ
た
元
和

十

五
年
秋

の
こ
と

と
す

る

(第

一
六
九
頁

-
第

一
七
三
頁

)
。

(
19
)

五
代

、

王
定

保

『
唐

撫

言

』
巻

二

「
争

解

元

」
・
唐

、
皮

日

休

「
論
白

居
易

薦
徐

凝
屈

張
枯

」

(『
全
唐

文
』

巻

七
九

七
)

に

も
白

居
易

が
徐

凝

と

の
郷
試

で

の
解

元
争

い
で
徐

凝

に
軍
配

を

上
げ

た

こ
と

を
記

す
。
前

掲
書

(
18
)

『張

砧
詩

集
校

注
』

は
長

慶

三
年

(
八

二
三
)

の
こ

と

と
す

る

が

(第

六

二

三
頁

)
、
傅

瑛
珠

『唐

才

子

傳
校

箋
』

(
一
九

九

〇

年

五

月

中

華

書

局

)

巻

第

六
第

五

冊

「
徐

凝
」

(陳

尚

君
)

で

は
皮

日

休

「
論

白

居

易

薦

徐

凝

屈

張

砧

」
が

『唐

詩

紀

事

』

に
拠

る

も

の

で

あ

り

(第

二
九

五
頁

)
、

周
紹

良

『
唐
才

子
傳

箋
謹

』

(
二
〇

一
〇
年

22
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九

月

中
華

書

局

)
巻

第

六
、

中

冊

「
徐

凝
」

も

そ

れ
を

偽

作

と
し

て
、

こ

の
話

自
体

が
虚

構

で
あ

る
可
能

性

が
大

き

い
と
す

る

(第

一
四
四
頁

)
。

(
20
)

前

掲

書

(18
)

『
張

枯

詩

集

校

注

』

は

こ

の
話

を

會

昌

二

年

(八

四

二
)
至
會

昌

四
年

(
八
四

四
)

に
繋
年

す

る

(第

六

三

三
頁
)
。

(
21
)

山
内

春

夫

「
杜

牧

の

『
杜

秋

娘
詩

』

に

つ
い

て
」

(
一
九

五

七

年

七
月

大

谷

女

子

大

學

『
大

谷

女

子

大

國

文
』

第

十

四

號

)
、

後

に

『
杜
牧

の
研
究

』

(
一
九

八
五
年

一
月

彙

文
堂

)

に
再
録

。

前

掲
書

(
9
)
尚
永

亮
等

『中

唐

元
和
詩

歌
傳

播
接

受
史

的
文

化

學

考
察

』
上

巻

「
第

三
章

柳
劉

詩
歌

在
中

晩
唐

的
傳

播
與

接

受

」

「
第
五
節

晩

唐
名

家

封
劉

氏
的

接
受

」

」

、
杜

牧
與

劉

禺

錫
」

参
照

(第

一
四
七
頁

-
第

一
五
六
頁

)
。

(
22
)

杜
牧

の
甥

の
斐

延
翰

が
書

い
た

「
樊
川
文

集
序

」

に

は
次

の

よ
う

に
記

す
。

明

年
冬

、
遷

中
書

舎
人

、
始

少
得
恙

、

壷
捜

文
章

、
閲

千

百

紙
、

郷
焚

之
、

綾
厩

留
者

十

二
三
。

…

…
雖

適

僻
阻

、

不
遠
敷

千
里

、

必
獲
爲

示
。

以
是

在

延
翰
久

藏
蓄

者
、

甲

乙
簽

目

、
比

校

焚

外

、
十

多

七

八
。

得

詩

・
賦

・
傳

・

録

・
論

・
辮

・
碑

・
志

・
序

・
記

・
書

・
啓

・
表

・
制

、

離

爲

二
十
編

、
合

爲

四
百

五
十
首

、
題

日

『
樊
川
文
集

』
。

こ
れ

に
拠

れ
ば
、

杜
牧

は
亡

く

な

る
そ

の
年

に
自

分

の
詩
文

を

点

検

し

て
二
、

三
割

だ
け
残

し

て

残

り

は
焼

き
捨

て
た

が
、

斐

延
翰

が
更

に
七
、

八
割

を
補

っ
た

こ
と
が
知

ら

れ

る
。

こ
の

こ
と

に

つ
い
て
小

川

環
樹

氏

は

『唐

詩

概

説
』

(
一
九

五

八
年

九

月

岩

波
書

店
)

「
第

五
章

晩

唐

(八

三
六
-

九
〇

六
)
」

で
、

杜
牧

の
詩

文
集

に

つ
い
て

〈
死

の
前

年

に
原
稿

の
大

部

分

を
自

ら
焼

き

す

て
た
結

果
、

死
後
編

せ

ら
れ

た

「
樊
川
文

集

」

二
十

巻

に
収

め
ら

れ
た
艶

詩

は
少
数

と

な

っ
た
〉

(第

八

一
頁

)

と
述

べ
て

い
る
が
、

艶
詩

を
残

さ

な

い
こ
と

の
意
味

を
考

え

た

時

に
、
艶

詩

以
外

に

つ
い
て
も
そ

の
取
捨

選
択

は
慎

重

に
行

わ

れ

た
は
ず

で
あ

る
。

そ

し

て
そ
れ

は
斐
延

翰

に
も

よ
く

理
解

さ

れ

て

い
た

こ
と
は
、

そ

の
序
文

に
政

治

と
文
学

と

の
関

わ
り

に

つ

い
て

〈
嗜
、

文
章

與
政

通
、

而
風

俗

以
文
移

。
在

三
代

之
道

、

以
文

與
忠

、
啓

随

之
、

是
爲

理
旦
ハ、

與
運

高

下
〉

と

い
う
よ

う

に
、

士
大

夫
、

杜
牧

を
顕

彰

す
る

こ
と

に
終
始

し

て

い
る

こ
と

に
よ

っ
て
知

ら
れ

よ
う
。
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